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C 21 近 交 系 ラ ッ ト の 食 餌 コ レ ス テD    ー ル へ の 応 答 性

国 立 健 康 ・ 栄 養 研　 ○ 辻　 啓 介 ， 市 川 富 夫

食　 物　39

実 践 女 大 家 政　　　　　 中 川 靖 枝 ， 原 島 恵 美 子

目 的　 ラ ッ ト は 栄 養 実 験 に よ く 用 い ら れ る|動 物 で あ る が|， 動 脈 硬 化 性 疾 患 の モ デ ル 動 物

と し て 利 用 す る に は さ ら に 遺 伝 因 子 並 び に 栄 養 因 子 の 両 側 面 か ら の 研 究 の 進 展 が 望 ま れ る．

市 販 ラ ッ ト に は か な り の 系 統 が あ る が 遣 伝 的 に 均 一 で な く ， 飼 育 業 者 に よ っ て か な り の ド

リ フ ト が あ る こ と が 知 ら れ て い る ． そ こ で 遣 伝 的 モ ニ タ リ ン グ が か な り 進 ん で い る 近 交 系

ラ ッ ト ６系 統 を 入 手 し ， 飼 料 コ レ ス テ ロ ー ル(Chi 〉の 負 荷 に よ る 系 統 差 ， 性 差 ， 負 荷 期 間 が

血 清 や 肝Chi 並 び に 他 の 脂 質 レ ベ ル に 与 え,る 応 答 差 を 調 べ た ．

方 法　6 種 の 近 交 系 （WAG,PVG,  DA ，NA, F344,AC 1 〉の3 ～5 週 令 の 雌 雄 ラ ッ ト を 用 い た.    22％

カ ゼ イ ン ， し よ 糖,    10％ ラ ー ド を 主 体 と す る 標 準 飼 料 と ， こ れ にChlO.5 ％ ， コ ー ル 酸 塩0.

25 ％ を 添 加 し たChi 飼 料 と を 調 製 し ， そ れ ぞ れ10 日 間 飼 育 し た ． 飼 育 終 了 後 ， エ ー テ ル 麻

酔 下 採 血 し ， 開 腹 し て 肝 臓 を 直 ち に 摘 出 し ，-  20 ℃ で 保 存 し,     Chiの 分 析 に 供 し た ． 血 清

脂 質 は 各 種 酵 素 法 に よ り 定 量 し た ． 肝 朧 脂 質 はCM 混 液 で 抽 出 後 ， 酵 素 法 で 定 量 し た ．

結 果　 近 交 系 ラ
ヅ ト の 血 清Chi 値 の 変 動 係 数 は

均 一 系 の ラ ッ ト に 比 べ て 非 常 に 小 さ く ，

ば ら つ き が 小 さ か っ た.    Chi 負 荷 に 対 す る 血 清Chi 量 の レ ス ポ ン ス が 系 統 に よ っ て 異 な り ，

F344 系 で は 特 に 鋭 敏 で あ り ， 性 差 で は 雌 の ほ う が 雄 よ り も 鋭 敏 で あ っ た ． ま た.    WA系 で は

リ ポ タ ン パ ク 質 レ ベ ル で の 反 応 も 同 じ く 雌 のChi 負 荷 群 で 顕 著 で ， 特 にLDL 十VLDL 画 分 の

Chi の 増 加 と 動 脈 硬 化 指 数 と に 著 し い 変 化 を 示 し た ． 一 方I， 肝Chi もChi 負 荷 に よ り 全 系 統

で 上 昇 し た が, こ れ ら の 変 動 は 血 清 の 変 動 と は 必 ず し も 対 応 し な か っ た ． 血 清 並 び に 肝 ト

リ グ リ セ ラ イ ド と リ ン 脂 質 ，糞 ス テ ロ ー ル も 各 系 統 に よ っ て 特 有 の レ ス ポ ン ス を 示 し た ．

C 22 ラ ッ ト の 血 圧 に 及 ぼ す 魚 油 の 影 響

国 立 健 康 ・ 栄 養 研 、 臨 床 栄 養　　　　 辻　 悦 子

目 的 ： 高 血 圧 症 や 高 脂 血 症 の 予 防 及 び 改 善 を 目 的 と し て 、 各 種 油 脂 や 食 品 成 分 の 影 響 を

検 討 し て き た 。EPA の 血 圧` 降 下 作 用 に つ い て は 既 に 第37 回 本 学 会 で 報 告 し た 。 今 回 は 引 続

き 、 魚 油 を 用 い て 作 用 機 序 の 一 端 を 検 討 し た 。

方 法 ： 実 験 に は 雄 高 血 圧 自 然 発 症 ラ ッ ト を 用 い 、 対 照 は 市 販 粉 末 飼 料 群 と し た 。 実 験1 ）

生 後1 2週 令 （ 初 体 重 約260g ） の 時 、 対 照 群 と 対 照 飼 料 に 魚 油10 ％ を 添 加 し た 魚 油 群 、 魚 油

＋ ア ス ピ リ ン 添 加 群 の３群 と し た 。 実 験 飼 料 を ４週 間 投 与 後 、 全 群 を 対 照 飼 料 で２週 間 飼 育

し た 。 実 験 ２） 生 後25 週 令 （ 初 体 重 約350g ） の 時 、 対 照 群 と 対 照 飼 料 に 魚 油10 ％ を 添 加 し

た 魚 油 群 と し た 。 ３ 週 後 、 魚 油 群 に は 飼 料 は そ の ま ま で ア ス ピ リ ン を 添 加 し１通 関 飼 育 し

た 。 そ の 後 両 群 と も 対 照 飼 料 で １週 間 飼 育 し た 。 い ず れ も 飼 料 摂 取 量 、 体 重 計 測 の 他 、 毎

週１回 プ レ チ ス モ 式 ラ ッ ト 血 圧 計 を 用 い て 血 圧 を 測 定 し た 。

結 果 ： 実 験n 実 験 開 始 時 の ラ ッ ト の 血 圧 は21  0±12iniiiHg（ 以 下 同 単 位 ）で 、 ３群 間 に 差 は

無 か っ た 。 対 照 群 の 血 圧 は ４週 後 に は223 ±8 と 実 験 開 始 時 よ り 明 か に 上 昇 し た 。 魚 油 群 で

は４週 後 で も21  2±11 と 上 昇 が 抑 制 さ れ た 。 ア ス ピ リ ン 添 加 群 で は 上 昇 の 抑 制 は 弱 く 、4 週

後 で226 ±1  4で あ っ た 。 対 照 飼 料 に 切 替 え る と 魚 油 群 の 血 圧 は 上 昇 し た 。 実 験2 ） 実 験 開 始

時 の 血 圧 は 対 照 群223 士13 、 魚 油 群232 ±27 で 有 意 差 は 無 か っ た 。 ３週 後 に は 対 照 群 の220 ±

18 に 比 べ 、 魚 油 群 で は205 ±19 と 実 験 開 始 時 よ り 著 し く 低 下 し た 。 ア ス ピ リ ン を 添 加 し て１

週 後 に は 血 圧 は234 ±35 と 上 昇 し た 。 対 照 飼 料 に 切 替 え て も こ の レ ベ ル は 続 い た 。 以 上 の

結 果 か ら 、 魚 油 の 血 圧 上 昇 抑 制 も プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン 系 を 介 す る も の と 推 察 さ れ た 。


